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令和 4 年度 丹後織物人材育成研修 

「新商品開発【縫製】コース｣受講者募集 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 ２ 日 

京都府織物・機械金属振興センター 

技 術 支 援 課 

（TEL ０７７２-６２-７４０２） 

 

京都府織物・機械金属振興センターでは、織物製造及び関連工程に係る人材育成研修を実施しており、

この度、その一環として、「新商品開発【縫製】コース」の研修を実施します。 

本研修は、製品づくりの基本となるパターン（型紙）作成方法を習得し、事業者のブランド確立に向

けた商品開発を目的に開催する研修です。 

本研修を実施するにあたり、下記のとおり受講者を募集いたします。 

 

記 

 

１ 実施日時   令和 4年 6月 23日(木)～令和 4年 11月 10日(木)まで 全 20回 

         ※研修時間は午後 1時～午後 4時 

２ 内  容   立体裁断によるパターン作成とそれに伴う生地の裁断、縫製、仕上げの方法と商品

化における基礎を学びます。 

         詳細はカリキュラムのとおり 

３ 対 象 者   縫製技術を習得し、起業や自社ブランドの確立を目指す方 

習得した技術を活用できる仕事を検討している方 

４ 場  所   京都府織物・機械金属振興センター（京都府京丹後市峰山町荒山 225） 

５ 定  員   6名  

         ※申込者が過半数に満たない場合は、開催を中止します。 

６ 申込期限   令和 4年 6月 13日（月） 

７ 申 込 み   京都府織物・機械金属振興センター 技術支援課 担当：新池 

          TEL  0772-62-7402 

FAX  0772-62-5240 

E-mail m-shinike93@pref.kyoto.lg.jp 

丹後広域振興局 資料配付 

mailto:m-shinike93@pref.kyoto.lg.jp


回数 日程 時間 項　　目 内　　容 実施方法

1 6月23日（木） 事業者のブランド確立に向けた商品開発

◆ブランドの概念の確認
◆自社のブランドにおける商品開発の目標設定
◆パターンの取扱いや価格設定について
◆全体カリキュラムの確認

2 6月30日（木）
〇立体裁断の概論
〇基本的なシャツの型紙の説明

◆立体裁断とは何か
◆人体の骨格をどうみるか
◆立体裁断における型紙（縫い代）の取り方

3 7月7日（木） 設計図の引き方 基本的なシャツにおける型紙作成

4 7月14日（木）

5 7月21日（木）

6 7月28日（木） 13:00

7 8月4日（木） ～ 型紙の展開概論
◆パターンのサイズ展開における注意点
◆基本的なラインから形状を変更する方法
◆骨格や肉付きに合わせて変化するポイント確認

8 8月10日（水） 16:00

9 8月25日（木）

10 9月1日（木）

11 9月8日（木）

12 9月15日（木）

13 9月22日（木）
〇作成物の確認
〇自社商品のブランド設計

◆各自の体系に沿って完成した製品の違いを確認
◆コンセプト、販売計画（価格設定）を整理し、販路
　のつくり方や今後の進め方について確認する。

14 9月29日（木） 自社商品の開発
自社が使いたい素材でデザインを考え、パターンを
設計

15 10月6日（木）

16 10月13日（木）

17 10月20日（木）

18 10月27日（木）

19 11月2日（水）

20 11月10日（木）

研修で使用する生地やカーブ尺、縫製道具等必要なものは各自でご準備いただきます。

座学

実技

上記日程は講師、受講者の都合により調整を行う場合があります。

令和4年度丹後織物人材育成研修　｢新商品開発【縫製】コース｣　カリキュラム

基本の裁断、縫製における技術（ミシン、アイロンの
扱い）を学ぶ

布の裁断方法、縫製方法の確認

布の裁断、縫製実践

基本的なシャツの型紙作成の実習 身体を測定し、型紙に落とし込む

各自が作成した型紙から洋服を作成

自社商品の試作 各自の商品づくりを実践



令和4年度丹後織物人材育成研修

新商品開発【縫製】コース
受講者募集！
新商品開発【縫製】コース
受講者募集！

京都府織物・機械金属振興センターでは、織物製造及び関連工程
に係る人材育成研修を実施しています。この度、その一環として、
「新商品開発【縫製】コース」の研修を実施します。

本研修は事業者のブランド確立に向けた商品開発を目的とし、製
品づくりの基本となるパターン（型紙）作成方法を習得する研修
です。この機会に是非受講ください。

令和

4 年 6月23日 ～ 11月10日令和

4 年

午後1時～午後4時

（水曜日,木曜日）全20回

内容

対象者

講師

場所

定員

立体裁断によるパターン作成とそれに伴う生地の裁断、縫製、
仕上げの方法と商品化における基礎を学びます。
別紙カリキュラムのとおり

縫製技術を習得し、起業や自社ブランドの確立を目指す方
習得した技術を活用できる仕事を検討している方

京都府織物・機械金属振興センター
（京都府京丹後市峰山町荒山225）

6名

白數 持治子 企画/デザイン/ 縫製指導 /立体裁断パタンナー

申 込 期 限

申込方法

令和

4 年 6月13日(月)

この用紙の裏面をご覧ください。
自社ブランドの確立を目指す研修となり、講習前に
講師に確認して貰いますので、必ずアンケートにご
回答ください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加者にはマスク、フェイスガードの着用、丁寧な手洗い及
び手指消毒（当センターに消毒液を設置）をお願いします。また、来所前には検温していただき、発熱があ
る場合は参加をお控えいただきますよう、よろしくお願いします。!

保育
保育ルームを設置します。
希望される方は別紙「保育ルームを利用される皆さんへ」
をご覧いただき、利用申込書をご提出ください。

事前説明会
お申込いただいた方を対象に事前説明会を実施します。
日時：令和４年６月１６日（木）午後１時～
場所：京都府織物・機械金属振興センター 交流スペース

（住所：京丹後市峰山町荒山225）

実 施 日 時



＜申込方法＞
申込書に必要事項を記入し、下の申込先までファックス又はメールにて申込み願います。

＜お問い合わせ・申込先＞

〒627-0004 京都府京丹後市峰山町荒山225

京都府織物・機械金属振興センター 技術支援課 担当：新池

TEL 0772-62-7402

FAX 0772-62-5240

E-mail m-shinike93@pref.kyoto.lg.jp

「新商品開発【縫製】コース」申込書

企業名 役職名 代表者

住所
〒

電話 FAX

E-mail

（ふりがな）

受講者氏名
年齢

該当する箇所に○印

従事年数

業種
（製造品目）

担当業務

その他
雇用調整助成金書類（合意書・確認書）の作成

希望可否（該当する箇所に○印）

書類（合意書・確認書）作成を

希望する・希望しない

（ふりがな）

10代・20代・30代・40代・50代・60代以上



「新商品開発【縫製】コース」アンケート

○今後売り出していきたい素材はどのようなものですか。

○その素材でどのような商品を開発したいですか。

○開発したい商品はどのような方（年代、性別、ライフスタイル等）をターゲットとして
いますか。また、どのようなシーンで使ってもらいたいですか。

○今回の研修を通じて何を学び、今後どのように活かしていきたいですか。

企業名

お名前


